
研究成果情報 (平成 3年度)

背景・ねらい

北海道におけるアカクローバ永続性の制限要因の一つである菌核病は、幼植物を用
い

た抵抗性の検定が困難なため、圃場条件下での接種による評価の可能性を検討し、抵抗

性に関する品種の評価あるいは選抜に利用する。

成果の内容・特徴

越冬中における条播畦の枯死程度によリアカクローバ品種の菌核病抵抗性を評価し
た。

多雪の地帯に位置する北海道農業試験場育成の品種は抵抗性の中から強の部類
に属して

いた。自然発病では2回 日の越冬から枯死が発生するが、病原を接種することにより1

回目の越冬から枯死が発生し、 1回の越冬のみで抵抗性の推定が可能と考えられた。

(1)薬剤防除区では越冬中の枯死がみられなかったので、病原接種区および自然発病区

で発生した越冬中の枯死の原因は菌核病であると考えた。病原接種区における越冬前

後での枯死部の長さの差の、 1回 目越冬時と2回 目越冬時の和、および自然発病区に

おける2回 日の越冬前後での枯死部の長さの差により、菌核病抵抗性を 1(強)から

5(弱)に スコア化した (図 1)。

(2)北農試育成品種は、ホクセキ、タイセツが強、サッポロがやや強～中と評価された

(表 1)。

(3)病原接種区では、 1回 目の越冬から枯死が発生し、残存部も早春の草勢が劣り、萌

芽が遅れる傾向にあつた。萌芽期と早春の草勢を独立変数とし、菌核病抵抗性ス
コア

を従属変数として回帰分析を行うと、寄与率は40%であった。枯死の程度にこれらの

形質も考慮することにより、 1回の越冬のみ、すなわち2年間で品種の抵抗性程度が

推定可能と考えられる。

(4)菌核病抵抗性程度は、「生育型」 (播種年における開花程度を、0非開花型-4開

花型に区分)が非開花型のものほど強く、また2年 目「 2番草の開花程度」の少ない

ものほど強い傾向にあつた。

成果の活用面と留意点

(1)菌核病高度抵抗性品種の育成のための循環選抜に応用する。

(2)本試験の評価結果を利用する場合には、菌核病抵抗性が条件により変化しやすいこ

とに留意する。
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[要約]圃場条件下におけるアカクローバ品種の菌核病抵抗性程度を、接種による

発病と自然発病による枯死程度から評価した。
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越冬中に生 じた枯死部の長さによる菌核病抵抗性のスコア化 (1強 -5弱 )

アカクローバ品種の菌核病抵抗性
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